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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
京
都
府
長
岡
京
市

調
子
３
―
１
―
１
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

15
人

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
見
学

北
河
内
地
区

日
時　

７
月
20
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス
泉
佐
野

（
南
海
本
線
「
泉
佐
野
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料

定
員　

60
人

口
腔
粘
膜
疾
患
の
鑑
別
診
断
（
仮
）

泉
州
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
６
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

働
き
方
改
革
関
連
法
対
応
セ
ミ
ナ
ー

―
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
な
ど
罰
則
付
き
の
改
正
事

項
を
中
心
に
―

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

坪
田
有
史
氏
（
東
京
都
文
京
区
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
科
接
着
を
活
用
し
た
支
台
築
造
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

―
支
台
築
造
の
基
本
か
ら
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
レ
ジ

ン
コ
ア
ま
で
―

７
月
度
生
涯
研
修

第
１
回　

７
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
訪
問
診
療
】

第
２
回　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容 

【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
歯
周

疾
患
】

第
３
回　

９
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
手
術
、
歯
冠
修
復
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人
（
※
会
員
限
定
、
ス
タ
ッ
フ
不
可
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

持
参
物　
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
」（
２
０
１
８
年
４
月
版
）

会
費　

会
員
無
料

社
保
講
習
会

税
務　

６
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

６
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

７
月
１
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

初
再
診
料
改
定

　

２
０
１
９
年
10
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
い
、
10
月
か
ら
初

診
料
が
14
点
、
再
診
料
が
３

点
そ
れ
ぞ
れ
上
乗
せ
さ
れ
る

方
向
だ
。

　

保
険
診
療
で
は
患
者
か
ら

消
費
税
を
受
け
取
れ
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
に
必

要
な
経
費
に
は
消
費
税
が
課

税
さ
れ
て
お
り
、
医
療
機
関

の
持
ち
出
し
と
な
る
「
損

税
」
が
生
じ
て
い
る
。

　

１
医
療
機
関
の
保
険
収
入

に
対
す
る
消
費
税
の
負
担
割

合
は
歯
科
診
療
所
で
平
均
２

・
31
％
だ
（「
18
年
保
団
連

消
費
税
負
担
概
算
調
査
」）。

診
療
報
酬
に
上
乗
せ
す
る
こ

と
で
「
損
税
」
の
「
補
填
」

が
図
ら
れ
て
き
た
が
補
填
さ

れ
る
レ
ベ
ル
に
は
無
い
。
支

払
っ
た
消
費
税
が
申
告
で
還

付
さ
れ
る
「
ゼ
ロ
税
率
」
の

適
用
を
保
団
連
が
求
め
て
き

た
の
は
そ
の
た
め
だ
。

　

そ
こ
で
、
我
々
が
取
る
べ

き
行
動
は
、
消
費
税
増
税
を

凍
結
さ
せ
る
べ
く
、
７
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選

挙
に
臨
む
こ
と
で
あ
る
。

　

協
会
が
５
月
16
日
の
国
会

要
請
で
訪
問
し
た
大
阪
選
出

議
員
は
次
の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院
〈
立
民
〉
村
上
史
好
、

〈
共
産
〉
清
水
忠
史

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

宗
清
皇
一
、
岡
下
昌
平
、
谷

川
と
む
、
佐
藤
ゆ
か
り
、
神

谷
昇
、
大
西
宏
幸
、
と
か
し

き
な
お
み
、
中
山
泰
秀
、
大

塚
高
司
、
左
藤
章
、
長
尾

敬
、
竹
本
直
一
〈
立
民
〉
長

尾
秀
樹
、
辻
元
清
美
、
尾
辻

か
な
子
、
森
山
浩
行
〈
国

民
〉
平
野
博
文

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

松
川
る
い
、
柳
本
卓
治
〈
共

産
〉
辰
巳
孝
太
郎
、
山
下
芳

生
、
大
門
実
紀
史

　

現
代
の
歯
内
療
法
は
、
Ｍ

Ｔ
Ａ
セ
メ
ン
ト
や
歯
科
用
コ

ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
、
歯
科
用

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
の

各
種
材
料
や
機
器
の
開
発
・

応
用
に
よ
り
、
こ
れ
ら
が
登

場
す
る
前
の
時
代
に
比
べ
て

格
段
に
進
歩
を
遂
げ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
診
療
に
関

わ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
歯
内
療
法

で
対
応
す
る
疾
患
の
多
く
は

細
菌
を
中
心
と
し
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
感
染
症
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
歯
髄
疾
患
や
根
尖

性
歯
周
疾
患
の
病
態
を
理
解

す
る
こ
と
は
、
今
も
な
お
診

　

こ
れ
ま
で
の
六
次
に
わ
た

る
医
療
法
改
正
に
つ
い
て
三

つ
の
時
期
に
区
分
し
た
。
今

回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の

内
容
と
特
徴
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
い
。

量
規
制
と
質
的
転
換

　

第
一
期
は
、
第
一
次
改
正

か
ら
第
三
次
改
正
の
時
期

で
、
臨
調
行
革
期
に
あ
た

る
。
第
一
次
医
療
法
改
正

（
１
９
８
６
年
）
は
、
医
療

供
給
側
か
ら
医
療
費
抑
制
を

進
め
る
出
発
点
と
な
っ
た
改

正
で
あ
る
。

　

都
道
府
県
に
地
域
医
療
計

画
の
策
定
を
義
務
づ
け
、
計

画
に
二
次
医
療
圏
の
設
定
と

圏
域
ご
と
の
必
要
病
床
数
と

既
存
病
床
数
の
明
記
を
求
め

た
。
医
療
施
設
の
量
的
施
設

は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
の
認

識
に
た
ち
、
課
題
は
地
域
偏

在
だ
と
し
て
着
手
さ
れ
た
改

正
だ
が
、
実
際
に
は
過
剰
病

床
圏
域
に
お
け
る
増
床
を
制

限
し
、
病
床
削
減
を
進
め
る

た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
で
あ

っ
た
。

　

第
二
次
と
第
三
次
の
改
正

は
、
第
一
次
の
量
的
規
制
を

受
け
て
、
病
床
の
い
わ
ば
質

的
な
転
換
を
図
る
改
正
で
、

第
二
次
（
１
９
９
２
年
）
で

特
定
機
能
病
院
と
療
養
型
病

床
群
を
制
度
化
し
、
第
三
次

（
１
９
９
７
年
）
で
地
域
医

療
支
援
病
院
制
度
の
創
設
を

行
っ
た
。
機
能
分
化
に
対
応

し
て
診
療
報
酬
体
系
も
見
直

さ
れ
、
１
９
９
０
年
に
は
入

院
医
療
に
定
額
制
が
導
入
さ

れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
国

立
医
療
機
関
の
統
廃
合
も
動

き
出
す
（「
国
立
病
院
等
再

編
成
特
別
措
置
法
」
制
定
１

９
８
７
年
）。
こ
れ
も
医
療

供
給
体
制
の
見
直
し
に
よ
る

医
療
費
抑
制
の
一
環
で
あ

る
。医

療
制
度
の

大
幅
転
換

　

第
二
期
は
、
第
四
次
改
正

か
ら
第
五
次
改
正
の
時
期

で
、
医
療
構
造
改
革
期
に
あ

た
る
。
医
療
構
造
改
革
は
小

泉
政
権
下
で
本
格
化
す
る
。

最
大
の
特
徴
は
財
政
赤
字
の

削
減
を
掲
げ
、
官
邸
主
導
で

仕
組
み
の
転
換
を
進
め
た
こ

と
で
あ
る
。

　

第
四
次
（
２
０
０
０
年
）

で
病
院
の
病
床
を
療
養
病
床

と
一
般
病
床
に
区
分
し
て
入

院
医
療
を
見
直
し
、
第
五
次

（
２
０
０
６
年
）
で
医
療
計

画
を
見
直
し
機
能
分
化
を
促

進
（
４
疾
病
５
事
業
）
す
る

と
と
も
に
、
診
療
報
酬
の
初

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
（
２
０
０

２
年
）、
健
康
保
険
本
人
３

割
負
担
（
２
０
０
２
年
）
等

を
実
施
、
さ
ら
に
は
医
療
構

造
改
革
試
案
（
厚
労
省
、
２

０
０
５
年
）
の
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
医
療
改
革
関
連
法

（
２
０
０
６
年
）
を
強
行

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
、
政
管
健
保
の
協
会

け
ん
ぽ
へ
の
転
換
、
医
療
費

適
正
化
計
画
の
作
成
（
２
０

０
８
年
度
か
ら
）
等
、
医
療

制
度
の
大
幅
な
転
換
へ
と
踏

み
込
ん
だ
。

供
給
体
制
の

再
編
強
化

　

第
三
期
は
、
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
が
始
ま
る
２
０

１
１
年
度
以
降
で
、
第
六
次

改
革
（
２
０
１
４
年
）
の
時

期
で
あ
る
。
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
は
、
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
、
そ
れ
を
具

体
化
し
た
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
報
告
、
社
会
保

障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
、
同

法
に
基
づ
く
医
療
介
護
総
合

確
保
法
、
医
療
制
度
改
革
関

連
法
等
で
順
次
実
施
に
移
さ

れ
て
き
た
。

　

第
六
次
改
正
は
、
そ
の
一

環
で
あ
り
、
そ
こ
に
盛
り
込

ま
れ
た
地
域
医
療
構
想
の
策

定
と
病
床
機
能
報
告
制
度

は
、
医
療
供
給
体
制
の
再
編

を
一
段
と
強
化
す
る
も
の

で
、
病
床
を
機
能
別
に
４
区

分
し
急
性
期
の
病
床
削
減
を

中
心
に
し
た
新
た
な
再
編

を
、
都
道
府
県
を
司
令
塔
に

し
て
進
め
る
体
制
を
整
え

た
。

　

こ
れ
ら
は
、
都
道
府
県
や

医
療
機
関
の
自
主
性
を
装
い

な
が
ら
、
地
域
差
を
問
題
に

し
て
相
互
に
競
わ
せ
、
公
的

・
公
立
病
院
つ
ぶ
し
を
突
破

口
と
す
る
よ
う
誘
導
し
、
最

後
は
何
と
し
て
も
国
の
目
標

に
従
わ
せ
る
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
巧
妙
か
つ
強
権
的
な
方

策
で
あ
り
、
医
療
費
抑
制
を

新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ

る
政
策
と
い
え
る
。

 
（
つ
づ
く
）

断
お
よ
び
治
療
の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
に
米
国
歯
内

療
法
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｅ
）
は
歯

髄
保
存
の
可
否
に
基
づ
く
歯

髄
疾
患
の
分
類
を
提
唱
し

た
。
こ
の
分
類
は
、
治
療
方

針
の
決
定
に
直
結
す
る
点
で

実
用
的
に
な
っ
た
と
い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
可
逆

性
歯
髄
炎
か
ら
不
可
逆
性
歯

髄
炎
へ
の
移
行
期
に
あ
る
病

態
を
的
確
に
鑑
別
診
断
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
こ
の
歯
髄
炎
の
可
逆
・

不
可
逆
の
境
界
に
位
置
す
る

症
例
の
多
く
は
、
露
髄
を
き

た
す
お
そ
れ
の
あ
る
深
在
性

う
蝕
症
例
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
安
易
な
抜
髄
が
将
来

的
な
歯
根
破
折
の
リ
ス
ク
因

子
と
な
る
可
能
性
を
考
慮
す

る
と
、
で
き
る
限
り
歯
髄
保

存
を
試
み
る
こ
と
が
大
切
で

あ
ろ
う
。

　

根
尖
性
歯
周
炎
の
病
態
は

根
管
内
か
ら
の
侵
襲
刺
激
と

根
尖
歯
周
組
織
の
免
疫
応
答

の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
変
化
す

る
が
、
感
染
源
が
存
在
す
る

限
り
根
尖
歯
周
組
織
の
炎
症

が
自
然
治
癒
す
る
こ
と
は
な

い
。
感
染
根
管
に
お
け
る
細

菌
感
染
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
は
論
理
的
な
治
療
を
行

う
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、

そ
の
実
態
は
か
な
り
複
雑
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
感
染
根

管
治
療
に
よ
り
細
菌
を
完
全

除
去
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は

な
い
と
の
認
識
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
歯
髄

炎
や
根
尖
性
歯
周
炎
の
病
態

と
い
う
観
点
か
ら
、
臨
床
に

お
け
る
診
断
そ
し
て
治
療
の

問
題
点
を
考
察
し
て
み
た

い
。

損
税
の
補
填
で
き
な
い

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

歯
髄
炎
お
よ
び
根
尖
性
歯
周
炎
の

病
態
と
臨
床

６月度生涯研修

中
西　

正
（
徳
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

歯
科
保
存
学
分
野
准
教
授　
　
　
　

）

５
・
16
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

医
療
費
抑
制
を
新
た
な
段
階
へ

医
療
法
改
定
の
歴
史 

と

　
　
　
　
　
医
療
費
削
減
政
策

佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
・
横
山
壽
一 ２

日
時　

６
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※ 

お
申
し
込
み
は
℡
（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）、

ま
た
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。


